
 

 
●京都府立山城総合運動公園 
 
前回検証結果 
（平成23年度） 

 
継 続 

・府民スポーツ広場との一括募集の必要性が認められないことから、
各施設毎に募集すること。 

 
対応・改善策 
実施状況 

 
・陸上競技場の夜間照明、テニスコートの屋根、クラブハウスを設
置。 

・開園日を増設、開園時間を延長。 
・大規模行事の誘致（音楽イベント「京都大作戦」） 
・平成 24 年度から府民スポーツ広場と山城総合運動公園は各施設毎
に指定管理者の募集を実施。 

 
 
取組の成果 

 
◇直近３箇年の実績として、平成25年度と比較し、平成27年度は、 
・利用者数が約５％増加し、過去最高を記録 
・テニスコート利用率が約８％増加 

 
なお残る課題・
問題点 

 
◆テニスコート利用率は増加しているものの、陸上競技場及び野球
場利用率は減少。 

 
府民サービス等

改革検討委員会
による改善意見
等 

 
□利用者数は大幅に増加している一方で、利用率はさらなる向上の

余地がある。 
□府の負担割合は65％であるが、利用実績からすると京都府南部地
域におけるスポーツ活動の拠点としてエリアでの認知度は極めて
高いと考える。 

□老朽化施設のリニューアルや保守のための損益コストを平準化す
るための改革案の立案が求められる。 

 
京都府の検証結
果及び対応方向 
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＜施設運営に関する意見＞ 

◎テニスコート施設の整備を実施したことによる増加した利用者ニ
ーズを分析し、施設全体の利用率の向上のための取組を実施する
こと。 

＜今後の対応＞ 

○利用率の高い他の施設が行う大会やスポーツ教室等を参考に、施
設全体の利用率を高める取組を実施する。 

 

 
 
 

 
 
 
 


